
令和２年７月３1日 

子ども・若者部 

 

「青少年交流センター池之上青少年会館」の今後の運営について 

 

１ 主旨 

青少年交流センター池之上青少年会館（以下、「会館」という。）が若者にとって利用

しやすく、かつ、地域で若者を育成していく拠点として、柔軟かつ機動的に運営できる

よう、令和元年度に「世田谷区立青少年交流センター池之上青少年会館の運営のあり方

検討委員会」（以下、「検討委員会」という。）を設置し、今後の運営のあり方について検

討を行った。 

  この度、「青少年交流センター池之上青少年会館のあり方検討委員会報告書」(別紙１)

（以下、「報告書」という。）を踏まえ、新たな運営体制を導入し、令和３年４月より実施 
 する。 
 

２ 施設概要 

 （１）施 設 名 世田谷区立青少年交流センター池之上青少年会館 

 （２）所 在 地 世田谷区代沢二丁目３７番１８号 

 （３）運営管理 公設公営（但し、受付業務は「池之上青少年会館協議会（以下「協議

会」という。）」に委託） 

 

３ 「会館」事業見直しにかかる背景 

「会館」は、昭和５４年度に社会教育施設として開設し、平成２６年４月に青年の家

（現「野毛青少年交流センター」以下、「野毛」という。）とともに教育委員会から子ど

も・若者部に移管され、青少年交流センター（以下、「交流センター」という。）として

事業を開始した。 

その後、平成３１年２月に希望丘青少年交流センター（愛称「アップス」以下、「希望

丘」という。）を開設し、３つの交流センター（以下、「３センター」という。）が連携し

ながら運営することとなった。 

会館が、交流センターとして運営し５年が経過した令和元年度に「検討委員会」を設

置し、他の交流センターの活動状況の確認や視察を行うなど、会館に求められる役割等

について検討を行った。 

 

４ ３センターの比較及び運営の特色について 

 ３センターの比較については、運営の特色として、まず「会館」は、協議会との協働

事業の実施、社会教育施設時から継続している講座や事業の実施、会議室等を地域の青

少年や一般の団体に貸し出すなど、地域住民と密接なつながりがある。また、学校等と

のネットワークをベースに、中高生世代が地域とつながる取り組みを図っており、全区

的事業として児童館と連携して地域で活躍する人材を育成する、ユースリーダー事業も

行っている。 

「野毛」及び「希望丘」については、ともに公益財団法人児童育成協会（旧「こども

の城」運営事業者）に運営を委託しており、子ども・若者に伴走しながら若者の自立を

サポートするユースワーカーが、多様な若者にとって自分らしく過ごせる「居場所」と

なるべく、若者の声を聴き、若者の主体性と社会性を高めるプログラム等を実施し、若

者の自己形成の場、多世代交流の場となるよう運営している。また、それぞれの若者の

特性をつかみ、生きづらさを抱えた若者へも専門的な知識やネットワークを持つ職員が、

必要に応じて適切な支援機関と連携し、伴走型支援をしている。（別紙１「報告書」内、

「青少年交流センター ３センターの比較」） 

 



５ 今後の「会館」運営の方向性について 

 （１）求められる「会館」像について 

   別紙１「報告書」内、「３ 今後の方向性について」に記載のとおり、「会館」が若者

にとって居心地のよい「居場所」となり、若者が主体となって参加・参画できる機会

や場を充実させていくために、若者ファーストの考え方で若者に寄り添う職員の存在

が重要であり、全ての運営時間帯(９時～２２時)で、ノウハウを持った職員等による

運営体制が求められている。 

 （２）運営主体の変更について 

現行では全ての時間帯で、切れ目なく若者に寄り添い支援する体制が整わないため

（別紙２参照）、早期に若者にとって居心地のよい「居場所」づくりを実施するには、

ユースワークの専門知識、スキルを有し、かつ、職員を適正に配置できる運営体制と

して、他の交流センターを参考に新たに運営事業者の導入が必要であると判断した。    

（３）「会館」の運営体制について 

   これまで、「会館」が実施してきたユースリーダー事業や講座、ダンスフェスティバ

ル等の事業を継承する方向で調整していく。今後も「協議会」と、若者の見守りや地

域行事の参加等を通じて、引き続き地域との連携を図っていく。 

また、貸室利用に関しては、原則としてこれまでどおり登録団体に対し貸出しを行

っていく。 

時期 区 協議会 運営事業者 

令和３年

３月３１

日まで 

・若者たちへのユースワ

ーク（月～土 9:00～

17:15） 

・各種講座・事業の実施 

・協議会（受付事務やイ

ベント他全般）の事務局

機能 

・地域との連携 

・青少年健全育成の取り

組み 

・会議や協議会行事の開

催 

・受付業務（月～土の日

中及び夜間並びに日曜

9:00～22:00） 

（令和３年１月～準備委

託開始予定（ユースワーク

及び受付業務、各種講座・

事業等の引継ぎ）） 

令和３年

４月１日

から 

・会館事業の全体調整

（委託元としての責務

を担う） 

・地域との連携支援 

・青少年健全育成の取り

組み（※） 

・会議や協議会行事の開

催 

（・受付業務については

運営事業者が行う。） 

令和３年４月～運営開始

予定（ユースワーク、各種

講座・事業業務、受付業務

(貸会議室業務含む）） 

・地域や協議会の会議や行

事への参加・協力 

※ 協議会委員や受付の方のうち、ご協力いただける方々に、地域スタッフやインターン(い

ずれも有償)の登録をご依頼していく。 

 

６ 「会館」の名称について 

 若者に寄り添う支援をベースに取り組むにあたり、名称を「世田谷区立青少年交流セン

ター池之上青少年会館」から「世田谷区立池之上青少年交流センター」とし、通称名とし

て以前から親しまれている「いけせい」をそのまま使用していく。 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

令和２年  ９月     第３回区議会定例会（事業者選定・準備委託等補正予算） 

９月～１１月 運営事業者募集期間、選定期間、事業者選定 

１２月     福祉保健常任委員会（選定結果） 

令和３年 １月～ ３月 委託化準備業務委託 

 ２月     福祉保健常任委員会（条例改正） 

     第１回区議会定例会（条例改正提案） 

 ４月     事業委託者による運営の開始（予定） 



別 紙 １























－１２－ 

 

令和元年１２月実施                      【資料１】 

「世田谷区立青少年交流センター池之上青少年会館」 

に関するアンケート（集計結果） 

１ 実施状況 

１． 実施時期 

令和元年１２月 

２． 実施方法 

アンケート配布回答依頼先 

駒場学園高等学校各学年１クラスずつ計１１０人、富士中学校各学年１クラス８８

人、池之上小学校５年生２クラス６年生２クラス計１１２人に、先生を通じて配布、

その場で回答いただき、回答総数３１０人、１００パーセント回収を行った。 

 

２ 結果のあらまし 

 問１ あなたは青少年交流センター池之上青少年会館のことを知っていますか？ 

知っている・・・６１％ 

   問１－２のとおり、高校生(今回依頼した駒場学園)は全員が会館を知らないの回答 

 

 

 

 

 

知っている

61%

189名

知らない

39%

121名

問１－１会館を知っているか（全体）

知っている 知らない

－１０－ 



－１２－ 

 

 

 

 

 

知っている

0%

知らない

100% 110名

問１－２会館を知っているか（高校生）

知っている 知らない

知っている

89% 78名

知らない

11% 10名

問１－３ 会館を知っている （中学生）

知っている 知らない

知っている

99% 111名

知らない

1% 1名

問１－４ 会館を知っているか（小学生）

知っている 知らない

－１１－ 



－１２－ 

 

問２ あなたは青少年交流センター池之上青少年会館のことを使ったことがありますか？ 

   ＊問１で「知っている」と答えた人（１８９人）のみ回答 

    参考：知らなかった人も含めた割合 ５６％ 

 

＊高校生は知っている人が一人もいなかったため、回答（使ったことがある人）はなし 

 

使ったことがある

93% 175名

使ったことがない

7% 14名

問２－１会館を使ったことがあるか

（全体：１８９人）

使ったことがある 使ったことがない

使ったことがある

92% 72名

使ったことがない

8% 6名

問２－２会館を使ったことがあるか

（中学生：７８人）

使ったことがある 使ったことがない

使ったことがある

93% 103名

使ったことがない

7% 8名

問２－３会館を使ったことがあるか

（小学生：１１１人）

使ったことがある 使ったことがない



－１２－ 

 

問３ 使っていただいた理由を教えてください（３つまで選択可） 

＊問２で「使ったことがある」と回答した人（１７５人）のみ回答 

 

 

 

 

 

 

 
高校生は使ったことがある人が一人もいなかったため、回答なし 

 

 

 

 

 

 

 

長時間過ご

せる

あまりお金

がかからな

いですごせ

る

日曜日や祝

日も利用で

きる

何もしない

でゆったり

いられる

その他

利用方法に

細かい決ま

りがない

興味のある

イベントが

ある

夜間も利用

できる

中学生 39 39 25 25 17 18 2 5

小学生 66 41 53 36 35 32 8 0

0

10

20

30

40

50

60

70

使った理由（複数回答可）

中学生 小学生

回答選択肢 

１あまりお金がかからないで過ごせる   ２日曜日や祝日も利用できる 

３長時間過ごせる            ４夜間も利用できる 

５利用方法に細かい決まりがない     ６興味のあるイベントがある 

７何もしないでゆったりいられる     ８その他 

回答選択肢「その他」の内容 

中学生：テニス（４）英語塾（３）友達に誘われた（３）待ち合わせ（３）漫画（２）

ゲーム（２）バンド（１） 

小学生：友達と遊ぶ（１８）待ち合わせ（５）卓球（４）友達と宿題（３）漫画（３）

習い事（３）近所だから（３）友達に誘われた（２）大人がいるので安心（１） 

－１３－ 



－１２－ 

 

問４ 青少年交流センター池之上青少年会館がこういうところだったらいいなと期待する

ことはありますか？（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答選択肢 

１あまりお金がかからないで過ごせる   ２使いたい時に気軽に利用できる 

３長時間過ごせる            ４夜間も利用できる 

５興味のあるイベントがある        

６悩み事などいろいろ相談にのってくれる受付の方やスタッフ等がいる 

７何もしないでゆったりいられる      

８Wi-Fi 設備が整ってストレスなく使えるネット環境がある 

９若者の専用スペースがある      １０その他 

 

回答選択肢「その他」の内容 

高校生：ラップ（１）睡眠スペース（１） 

中学生：スペース拡充（２）ゲーム部屋（２）漫画がリクエストできる（１） 

小学生：静かなスペース（５）広くてゆったりしたスペース（１） 

－１４－ 



－１２－ 

 

問５ 青少年交流センター池之上青少年会館にある部屋やスペースでやってみたいことを

お聞きします（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答選択肢 

１ダンス    ２演劇      ３バンドライブ   ４楽器の練習 

５卓球     ６おしゃべり   ７ゲーム（電子）  ８ゲーム（ボード・カード） 

９カラオケ  １０勉強・読書  １１インターネット １２悩み事相談 

１３バスケット １４バドミントン １５ドッジボール  １６その他 

回答選択肢「その他」の内容 

高校生：バレー（２）トレーニング（２）アメフト（１）ラップ（１）走る（１）飲食（１）

ボッチャ（１） 

中学生：テニス（２） 

小学生：テニス（１）茶道（１）テンカ（１）昼寝（１） 

－１５－ 



－１２－ 

 

 自由意見の内容 

高校生：どういうところかわからない。（３） 

ポスターを張ったり、もっと宣伝したほうがよい。（２） 

ダイエット企画やダイエットコースがあるとよい。（２） 

ランニングコースが欲しい。（１） 

みんなが気軽に使えるとよい。（１） 

バレーボールができるとよい。（１） 

施設名を変えたほうが良い。（１） 

中学生：漫画やゲームの種類を増やしてほしい。（３） 

漫画が多いのがよい。（１） 

    大勢で利用できるとよい。（１） 

    カラオケができるとよい。（１） 

    バンド練習したい。（１） 

    サッカーしたい。（１） 

    いろんなスペースが欲しい。（１） 

    テニスコートを新しく、ネット（天井）を高くしてほしい。（１） 

    テニスの人数制限を増やしてほしい。（１） 

    Wi-Fi がほしい。（１） 

    勉強スペースがよい。（１） 

    もっといい場所（便利な場所）に移設してほしい。（１） 

小学生：楽しく、仲良くできるところ。（５） 

    テニスを小学生だけでもできるようにしてほしい。（５） 

イベントが楽しい、増やしてほしい。（３） 

漫画や遊びの種類を増やしてほしい。（３） 

大人数で遊べる環境、ものがほしい。（２） 

    悩みがなく、楽しく安全な場所にしてほしい（２）。 

    いいところだと思う。（２） 

部屋はもっとゆったりがいい。（２） 

小学生 5 時は早い。（２） 

使いたい時にすぐ使えるのがいい。（１） 

    Wi-Fi が自由に使えるといい。（１） 

    うるさい人は注意してほしい。（１） 

    2 階も自由に使いたい。（１） 

    入館受付が必要だと思う。（１） 

    勉強と遊ぶスペースを分けてほしい。（１） 

    個室が欲しい。（１） 

    ゆっくりゲームなどしたい。（１） 

    バスケゴールを増やしてほしい。（１） 

－１６－ 















（別紙２）

青少年交流センターの時間帯ごとの職員体制

区職員
（会計年度任用職員を含む）

池之上青少年会館協議会

委託事業者

地域スタッフ・インターン

委託事業者

地域スタッフ・インターン

3人～5人 9人～10人 6人～7人

※参考：杉並区直営の青少年施設「ゆう杉並」については、火曜日～土曜日の9時～21時、月曜日・日曜日・祝日は9時～17時、第二・第四
　　　　月曜日が休館日となっている。職員体制については、常勤職員11名、非常勤職員7名の計18名で、保育士資格や福祉指導、児童心
　　　　理などの資格を持った専門職の職員で構成されている。

4人～5人

1人～3人

希望丘（毎月第三火曜日は休館）

月曜日～日曜日

12時30分～18時

9時～12時30分 12時30分～18時

9時～12時30分 18時～21時

3人6人～7人3人～4人

18時～22時

0人

野毛（毎週月曜日は休館）

火曜日～日曜日

日曜日及び祝日

9時～22時

受付業務及び施設見回り：2人

池之上（毎月第二月曜日は休館）

3人～5人

受付業務：1人

月曜日～土曜日

9時～17時

月曜日～土曜日

17時～22時


